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北洋材の国として繁栄

国産材製材の整備、流通、
技術が未発達

持ち家率日本一
県産材の品質、価格の
競争力不足

木材自給率が小さい

県産材が使われない

木材の消費大国

富山県の木材事情
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富山県の木材供給体制の転機

木材調達



② 北洋材の国として繁栄していた為、県産材製材の整備、流通、技
術が未発達。製材に従事する側も農林規格に準ずるような品質
や、合法性に対する意識が小さい。

③ 木材の生産地と比べ、立木の品質がよくない上に、使い方、使わ
れ方がわからない闇雲な造材が行われている。

① 県内の建設業界において、富山県の杉は、悪い、弱い、高いとい
うイメージが根強く残っている。よって使われない。使ってないか
ら、使い方がわからない。

富山県産材の流通における問題と課題



とやま県産材需給情報センターの設立

木材組合連合会

森林組合連合会 素材生産組合

とやま県産材
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木材研究所



富山県立大学学生会館
木造２階建

・建築面積 670m2
・木材総使用量 252m3
・内県産集成材使用量 95m3
･内県産ＣＬＴ使用量 36m3
・内県産無垢材使用量 72m3
・内県産合板使用量 3m3

県産材で調達し易い素材、寸法をすり合わせ
原木の流通状況、製材所の協力体制を確認
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需給情報センターの活動事例



富山市八尾地域統合中学校富山市八尾地域統合中学校

需給情報センターの活動事例



需給情報センターの活動事例
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お金の流れ木材の流れ

需給情報センターの立ち位置



富山県産材の供給体制



富山県の杉は、悪い、弱い、高い。
使われない。使ってないから、使い方がわからない。

富山県産材の流通における問題と課題

使われるから設備投資 → 品質があがる

木材自給率があがる

県産材が使われる



需給情報センターの活動事例


